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一
、
御
祭
神

　
　
　寒
川
比
古
命（
さ
む
か
わ
ひ
こ
の
み
こ
と
）

　
　
　寒
川
比
女
命（
さ
む
か
わ
ひ
めの
み
こ
と
）

　
寒
川
神
社
は
、寒
川
比
古
命・寒
川
比
女
命
を
奉
祀
申
し
上
げ
、二
柱
の
御

祭
神
を
寒
川
大
明
神
と
奉
称
し
て
い
ま
す
。

　
寒
川
大
明
神
は
、相
模
國
を
中
心
に
広
く
関
東
地
方
を
御
開
拓
に
な
ら
れ
、

衣
食
住
な
ど
人
間
生
活
の
根
源
を
開
発・指
導
さ
れ
ま
し
た
関
東
地
方
の
親

神
様
で
す
。

一
、
御
由
緒

　
当
神
社
の
創
建
は
古
く
、『
惣
国
風
土
記
』に
は
雄
略
天
皇（
457
〜
479
年
）の

御
代
に
奉
幣
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、『
寒
川
文
書
』に
は
神
亀

4
年（
727
年
）社
殿
建
立
と
伝
え
ら
れ
、『
続
日
本
後
紀
』に
は
承
和
13
年

（
846
年
）に
神
階
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は

醍
醐
天
皇
の
御
代
に
制
定
さ
れ
た
延
喜
式
に
お
い
て
は
、相
模
國
唯
一
の
名
神

大
社
と
定
め
ら
れ
、当
神
社
は
少
な
く
と
も
約
1
6
0
0
年
の
歴
史
を
有
す

る
古
社
と
い
え
ま
す
。

　
特
に
古
く
か
ら
唯
一
の
八
方
除
の
守
護
神
と
し
て
、地
相・家
相・方
位・日

柄・厄
年
な
ど
に
由
来
す
る
災
難
を
と
り
除
き
、福
徳
開
運
を
も
た
ら
し
、日
々

の
暮
し
に
限
り
な
い
恩
恵
を
与
え
て
下
さ
る
御
神
徳
は
広
大
無
辺
で
す
。

　
こ
の
八
方
除
の
御
神
徳
は
、全
国
各
地
よ
り
敬
仰
さ
れ
寒
川
大
明
神
を
奉

戴
す
る
崇
敬
者
は
年
々
増
加
し
、篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

一
、
御
神
域

　
神
聖
な
る
神
嶽
山
を
背
に
境
内
は
約
1
万
5
0
0
0
坪
と
な
って
お
り
、緑

豊
か
な
樹
木
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。神
門
、手
水
舎
に
続
い
て
、平
成
9
年
10
月

に
厳
粛
の
中
に
も
絢
爛
に
輝
く
銅
板
葺
、総
木
曽
檜
造
り
の
御
本
殿
の
ほ
か
に

幣
殿
、拝
殿
、翼
殿
、廻
廊
な
ど
が
完
成
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
御
本
殿
の
奥
庭「
神
嶽
山
神
苑
」は
、御
社
殿
御
造
営
10
年
を
記
念
致

し
ま
し
て
、大
規
模
に
整
備
を
行
い
、平
成
21
年
に
開
苑
致
し
ま
し
た
。

そ
う  

こ
く   

ふ     

ど 

き
し
ょ
く  

に   

ほ
ん  

こ
う  

き

か
ん
た
け 

や
ま
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公式チャンネル

当神社の四季折々の様子などを発
信しています。皆様のフォローを
お願いします。また、個人で神社
の写真をアップされる際は「# 寒
川神社」をつけてください。
※御本殿内・授与所の撮影はご遠慮ください

当神社の祭事、行事の最新情報
を発信しています。インスタグラ
ム以外の情報もお送りしていきま
すので「友だち」登録をお願いし
ます。

当神社の祭事、行事の最新情報を
発信しています。公式インスタグ
ラムとリンクしています。ご一緒
にご登録をお願いします。

当神社の祭事のほか、貴重な資
料などを定期的に更新していま
す。今後も様々な行事の様子を
発信していきますので、皆様の
チャンネル登録をお願いします。

❖メールは毎月１日に配信致します。
❖ホームページよりご登録ができます。
https://samukawajinjya.jp/mailmagazine/

ご登録お待ちしております 当神社の祭典・行事のご案内を社報「相模」メルマガとして
お届けします。是非、ご登録ください。
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寒
川
大
明
神
と
の
御
神
縁
を
お
深
め
く
だ
さ
い

   

※
入
苑
は
御
祈
祷
を
受
け
た
方
に
限
り
ま
す

神か

ん

嶽た

け

山や

ま

神し

ん

苑え

ん

令
和
７
年
２
月
末
日
ま
で

　

冬
季
閉
苑
を
し
て
お
り
ま
す

《八氣の泉》《方徳資料館》

令
和
７
年
３
月
１
日（
土
）よ
り
開
苑
予
定
で
す
の
で
、

詳
細
は
開
苑
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
て

告
知
致
し
ま
す
。
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令
和
７
年
乙
巳
歳
を
迎
え
ま
し
て
、
謹
ん
で
聖
壽
の
萬
歳
と
御
皇
室

の
弥
栄
を
言
祝
ぎ
、
国
家
国
民
の
繁
栄
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
衷
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
寒
川
町
民
を
は
じ
め
と
し
ま
し

た
氏
子
崇
敬
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
常
日
頃
よ
り
当
神
社
の
諸
祭
事

に
関
し
ま
し
て
格
別
な
る
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
乙
巳
歳
で
あ
り
ま
し
て
、
十
干
十
二
支
に
お
い
て
は
４２
番

目
と
し
て
、
巳
の
字
は
草
木
が
繁
栄
の
極
み
に
達
し
た
様
を
表
し
て
い

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
巳
（
蛇
）
は
そ
の
醸
し
出
す
容
姿
が
恐
れ

多
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
当
神
社
で
は
古
く
よ
り
白
蛇
が
御
神
木

に
棲
み
つ
い
て
い
る
と
言
わ
れ
、
家
運
隆
昌
の
生
き
物
と
し
て
畏
敬
の

念
が
抱
か
れ
て
い
ま
す
。
本
年
の
迎
春
ね
ぶ
た
に
も
干
支
が
描
か
れ
て

お
り
ま
す
が
、
巳
（
蛇
）
は
弁
財
天
の
使
者
と
さ
れ
て
お
り
、
元
来
、

弁
財
天
は
農
業
を
中
心
と
し
た
農
耕
神
で
し
た
が
時
代
と
と
も
に
七

福
神
の
１
人
と
な
り
、
芸
道
や
学
問
の
神
と
し
て
広
く
民
衆
に
信
仰

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
弁
財
天
を
祀
る
多
く
の
神
社
に
も「
巳
」

が
関
係
す
る
歴
史
が
あ
る
の
も
そ
の
１
つ
と
言
え
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
斯
界
に
お
け
る
重
儀
始
ま
り
の
年
で
も
あ
り
、
ま
た

大
き
な
節
目
の
年
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
１
つ
に
、
神
社
界
に
お
い
て
は

全
国
民
の
総
奉
賛
と
し
て
の
三
重
県
の
伊
勢
の
神
宮
に
お
い
て
、
来
る

第
六
十
三
回
式
年
遷
宮
に
向
け
て
の
諸
祭
事
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

昨
年
４
月
に
宮
内
庁
長
官
を
通
じ
て
伊
勢
の
神
宮
大
宮
司
に
、
次
期

式
年
遷
宮
の
ご
準
備
に
つ
い
て
の
正
式
な
御ご

ち
ょ
う
き
ょ

聴
許
が
拝
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
の
春
先
よ
り
御
用
材
を
伐
り
出
す
御み

そ
ま
や
ま

杣
山
が
定
め
ら
れ
、
遷
宮

の
御
造
営
用
材
を
伐
採
す
る
御
杣
山
の
神
を
祭
る
山
口
祭
よ
り
諸
祭

事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
当
神
社
を
は
じ
め
と
し
た
全
国
の
神
社
が
遷

宮
完
遂
に
万
全
の
準
備
を
整
え
、
令
和
１５
年
秋
の
遷
宮
に
向
け
遷
宮

啓
発
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
崇
敬
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
何
卒
、
本
重
儀
に
お
力
添
え
を
賜
り
た
く
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
も
う
１
つ
に
、
本
年
は
「
大
東
亜
戦
争
終
戦
八
十
年
」、
さ
ら

に
は
「
昭
和
改
元
百
年
」
と
い
う
節
目
の
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
の

日
本
に
お
い
て
、
７５
歳
以
上
が
人
口
の
約
６
分
の
１
と
な
り
、
戦
後
世

代
が
多
く
を
占
め
る
中
、
戦
争
の
意
義
と
そ
の
歴
史
を
語
る
場
面
も

少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
日
本
の
歴
史
を
勉
強
す
る
に
あ
た
り
、

教
育
現
場
に
お
い
て
現
代
史
を
学
ぶ
時
間
が
極
め
て
少
な
い
現
状
も

大
変
、
憂
慮
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
先
人
が
築
き
上
げ
た
日
本
を

そ
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
和
の
心
を
令
和
の
時
代
を
担
う
若
い
世

代
に
は
是
非
と
も
、
こ
の
節
目
に
多
く
の
事
を
学
ん
で
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
世
情
を
鑑
み
て
、
当
神
社
に
お
き

ま
し
て
は
、
靖
國
神
社
参
拝
を
は
じ
め
と
し
た
英
霊
顕
彰
を
促
進
し
、

さ
ら
に
は
戦
後
八
十
年
の
記
念
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

「
昭
和
改
元
百
年
」
に
お
い
て
は
、
昭
和
と
い
う
時
代
の
継
承
と
し
て

超
党
派
の
国
会
議
員
連
盟
に
よ
り
、
令
和
８
年
に
政
府
主
催
の
記
念

式
典
開
催
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
内
閣
官
房
に
お
い
て
関
連
施
策

推
進
室
の
設
置
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
神
職
は
、
今
以
上
に

戦
争
と
昭
和
の
時
代
の
史
実
を
正
確
に
伝
え
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
重
ね
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
当
神
社
は
多
く
の
氏
子
崇
敬
者
に
支
え
ら

れ
て
お
り
、
斯
界
に
お
け
る
そ
の
役
割
も
十
二
分
に
理
解
し
て
邁
進
し

て
お
り
ま
す
。
寒
川
町
民
を
は
じ
め
と
し
ま
し
た
崇
敬
者
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
も
諸
祭
事
・
諸
事
業
へ
の
ご
奉
賛
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
７
年
が
寒
川
大
明
神
の
御

神
徳
を
存
分
に
受
け
ら
れ
ま
し
て
、
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

令
和
7
年
乙き

の
と
み巳
歳　

年
頭
の
ご
挨
拶

寒
川
神
社
宮
司　

利 

根  

康 

教

2
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10
月
15
日
「
人
形
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
、

人
形
奉
斎
殿
に
お
い
て
人
形
感
謝
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

古
く
よ
り
日
本
で
は
人
形
に
は
魂
が
宿
る

と
い
う
風
習
が
あ
り
、
そ
の
心
は
今
も
日
本

人
の
中
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
晴
れ
の

中
、
多
く
の
参
拝
者
の
参
列
の
も
と
、
節

句
人
形
や
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
を
大
麻
と
切
麻

に
よ
っ
て
祓
い
清
め
、
厳
粛
に
祭
典
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
の
神
宮
に
お
い
て
斎
行
さ
れ
る
年
間

1
5
0
0
に
も
及
ぶ
祭
典
の
中
で
、
最
も

重
儀
と
さ
れ
て
い
る
の
が
「
神
嘗
祭
」
で
す
。

そ
の
年
に
収
穫
さ
れ
た
新
穀
を
天
照
大
御

神
様
に
捧
げ
、
そ
の
恵
み
に
感
謝
す
る
祭
典

で
す
。

　

10
月
17
日
に
は
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
に
お

い
て
、
天
皇
陛
下
が
遣
わ
さ
れ
た
勅
使
に
よ
っ

て
奉
幣
が
行
わ
れ
、
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら

れ
ま
し
て
は
、
皇
居
内
に
お
い
て
皇
大
神
宮

を
御
遥
拝
に
な
ら
れ
ま
す
。
当
神
社
で
も
神

嘗
奉
祝
祭
を
斎
行
し
、
神
宮
を
遥
拝
し
ま

し
た
。

　

10
月
27
日
午
前
・
午
後
に
分
か
れ
て
、

第
3
期
相
模
塾
第
4
回
講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は「
祭
式
作
法
」と
題
し
て
、

神
社
祭
祀
の
解
説
や
装
束
な
ど
の
説
明
が

行
わ
れ
、
基
本
作
法
や
祭
典
を
執
り
行
う

上
で
の
作
法
の
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
実

際
の
祭
典
で
使
用
す
る
案
（
台
）、
玉
串
を

使
用
し
、
受
講
生
は
、
拝
礼
の
角
度
や
玉

串
を
用
い
て
の
作
法
、
講
座
で
学
ん
だ
こ
と

を
振
り
返
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

寒
川
神
社

社
務
報
告

10
月

	
6
日	

末
社
宮
山
神
社
神
幸
祭

	

15
日	
人
形
感
謝
祭

	

17
日	

神
嘗
奉
祝
祭

	

19
日	

相
模
國
式
内
社
の
會
総
会

	

27
日	

第
3
期
相
模
塾
第
4
回
講
座

28
・
29
日	

浪
速
神
楽
講
習
会

11
月

 	

1
日	

職
員
防
災
訓
練

 	

3
日	

明
治
祭

10
～
23
日	

第
57
回
菊
花
写
真
展

11
・
12
日	

相
模
湘
南
支
部
教
養
研
修
会

	

12
日	

相
模
湘
南
支
部

　
　
　

  

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭

	

17
日	

企
画
展「
人
生
儀
礼
と
神
社
詣
」

　
　
　

  

（
9
月
14
日
～
11
月
17
日
）

 	

23
日	

新
嘗
祭

12
月

 	

14
日	

煤
拂
祭

	

20
日	

迎
春
ね
ぶ
た
設
置

 	

21
日	

第
3
期
相
模
塾
第
5
回
講
座	

　

  

31
日	

師
走
大
祓
式
並
除
夜
祭

	
 

〃	

神
徳
感
謝
祭

毎
月
１
日
・
20
日　

月
次
祭

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

人
形
感
謝
祭

神か
ん

嘗な
め

奉ほ
う

祝し
ゅ
く

祭さ
い

末社宮山神社神幸祭相模湘南支部教養研修会

末社宮山神社神幸祭神嘗奉祝祭

人形感謝祭

神宮大麻暦頒布始奉告祭

相
模
塾
第
4
回
講
座

明治祭

相模塾第 4回講座
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10
月

	

6
日	

末
社
宮
山
神
社
神
幸
祭

	

15
日	

人
形
感
謝
祭

	

17
日	

神
嘗
奉
祝
祭

	

19
日	

相
模
國
式
内
社
の
會
総
会

	

27
日	

第
3
期
相
模
塾
第
4
回
講
座

28
・
29
日	

浪
速
神
楽
講
習
会

11
月

 	

1
日	

職
員
防
災
訓
練

 	

3
日	

明
治
祭

10
～
23
日	

第
57
回
菊
花
写
真
展

11
・
12
日	

相
模
湘
南
支
部
教
養
研
修
会

	

12
日	

相
模
湘
南
支
部

　
　
　

  

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭

	

17
日	

企
画
展「
人
生
儀
礼
と
神
社
詣
」

　
　
　

  

（
9
月
14
日
～
11
月
17
日
）

 	

23
日	

新
嘗
祭

12
月

 	

14
日	

煤
拂
祭

	

20
日	

迎
春
ね
ぶ
た
設
置

 	

21
日	

第
3
期
相
模
塾
第
5
回
講
座	

　

  

31
日	

師
走
大
祓
式
並
除
夜
祭

	
 

〃	

神
徳
感
謝
祭

毎
月
１
日
・
20
日　

月
次
祭

相模湘南支部教養研修会

神宮大麻暦頒布始奉告祭

　

11
月
11
・
12
日
、
神
奈
川
県
神
社
庁
相

模
湘
南
支
部
主
催
の
教
養
研
修
会
が
当
神

社
参
集
殿
に
お
い
て
、
２
日
間
に
亘
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
支
部
で
は
こ
の
時
期

に
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
講
師
と
し
て
國
學
院
大
學
名
誉
教
授 

岡
田
莊
司
氏
を
お
招
き
し
、
相
模
原
支
部
・

相
模
中
連
合
支
部
・
相
模
中
央
支
部
に
も

広
く
案
内
を
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
と
し
て
「
循
環
祭
祀
体
系
～

天
皇
と
伊
勢
の
祭
祀
か
ら
一
宮
祭
祀
へ
～
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
古
代
に
お
け

る
祭
祀
の
根
源
と
し
て
天
皇
・
国
司
・
神
職
・

公
民
の
御み

言こ
と

と
そ
れ
に
対
応
す
る
復
命
の
関

係
性
、
ま
た
新
嘗
祭
が
近
か
っ
た
こ
と
か
ら

平
成
・
令
和
の
大
嘗
祭
に
つ
い
て
も
説
明
が

さ
れ
ま
し
た
。

　　

11
月
12
日
、
神
奈
川
県
神
社
庁
相
模
湘

南
支
部
の
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
が

各
神
社
宮
司
参
列
の
も
と
、
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。
神
宮
大
麻
は
天
皇
陛
下
の
御
祈
願

で
あ
る
、
皇
室
の
御
安
泰
と
国
家
国
民
の

安
寧
を
祈
る
御
神
札
で
す
。
伊
勢
の
神
宮

よ
り
神
社
本
庁
、
各
都
道
府
県
神
社
庁
を

通
じ
て
、
神
宮
大
麻
と
神
宮
暦
が
全
国
の

崇
敬
者
へ
頒
布
さ
れ
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
氏
神
様
の

御
神
札
と
と
も
に
神
宮
大
麻
を
神
棚
に
お
祀

り
し
て
、
大
御
神
様
の
御
加
護
を
い
た
だ
き

そ
の
年
の
国
家
隆
昌
・
家
内
安
全
を
お
祈
り

く
だ
さ
い
。

　

11
月
23
日
、
当
神
社
の
「
三
大
祭
」
の

１
つ
、
新
嘗
祭
が
役
員
・
総
代
・
氏
子
崇

敬
者
の
参
列
の
も
と
、
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
祭
典
は
、
秋
の
豊
か
な
稔
り
に

感
謝
申
し
上
げ
る
祭
典
で
、
崇
敬
者
の
方
々

や
近
隣
の
生
産
者
よ
り
丹
精
込
め
て
作
ら
れ

た
新
米
・
野
菜
・
果
物
・
生
花
な
ど
、
様
々

な
も
の
が
御
神
前
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
雅
楽
の
音
色
に
合
わ
せ
て
、
巫
女
に
よ

る
豊と
よ

栄さ
か

の
舞
が
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
祭
典
終

了
後
、
参
集
殿
に
お
い
て
神
社
に
多
大
な
ご

尽
力
を
賜
っ
た
篤と
く

志し

奉
納
者
と
第
57
回
菊

花
写
真
展
の
受
賞
者
の
表
彰
を
執
り
行
い
ま

し
た
。

※
詳
細
は
6
～
9
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
お
り
ま
す

第57回菊花写真展新嘗祭

第 57 回菊花写真展煤拂祭

新に
い  

嘗な
め  

祭さ
い

相
模
湘
南
支
部
教
養
研
修
会

神じ
ん

宮ぐ
う

大た
い

麻ま

暦れ
き

頒は
ん

布ぷ

始は
じ
め

奉ほ
う

告こ
く

祭さ
い

相
　
模
　
第
539
号
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相
田
　
　

孝
	

相
原
　

善
久

	

青
木
　
　

誠

	

㈱

青

葉

青
山
大
寿
司

　

木
村　

光
晴

赤
坂
美
砂
子

穐
元
千
恵
子

	

秋
山
　

正
樹

	

㈱
浅
田
水
産

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
一
之
宮
薬
局

　
堀
之
内　

仁

阿
諏
訪
容
之

阿
部
　

秀
利

天
利
　

茂
雄

	

荒
井
た
い
こ

荒
井
　

利
公

荒
井
　

利
仁

荒
井
　

萌
良

淡
路
　

悟
一

淡
路
　

真
理

淡
路
　

陽
子

安
齋
　

潤
二

安
藤
　
　

駿

	

石
井
　

明
彦

	

石
井
　
　

進

	

石
井
　

大
輔

	

石
井
　

豊
太

	

石
黒
　
　

清

	
石
黒
　

鉄
男

	
石
黒
　

久
一

	
石
腰
　

明
美

	

石
田
　

茜
煌

	

石
田

紗
子

市
川
　
　

明

	

市
川
　

澄
雄

	

市
川
　

太
一

	

市
川
　

幹
雄

	

井
出
　

駿
蘭

	

井
出
　
　

勉

井
出
　

一
浩

井
出
洋
ら
ん
園	

伊
東
　

久
子

	

伊
東
　
　

満

	

井
上
　

健
一

	

井
上
　

詩
凰

	

井
上
庄
二
郎

	

井
上
　

美
紀

井
上
　

幹
夫

井
上
　

幹
啓

井
上
　

利
枝

井
上
　

隆
男

入
澤
　

郁
雄

	

入
澤
　

清
子

	

入
澤
　

一
三

岩
田
　

清
美

	

宇
田
川
良
一

	

内
田
　

暁
子

エ
ス
テ
サ
ロ
ン
ル
ル
ド

㈱
エ
フ
ピ
ー
ア
ン
ド
ホ
ー
ム

大
内
　

孝
栄

	

大
川
　
　

剛

	
大
川
　

久
之

㈱
オ
ー
カ
ワ

大
久
保
靜
男

	

大
久
保
泰
明

㈲
大
⻆
塗
装
工
業	

大
谷
　

光
昭

	

大
塚
　

満
枝

	

大
伴
　

京
子

大
和
田
恵
里
子

岡
田
　

吉
德

	

小
河
　

静
雄

	

沖
田
　

康
宏

小
倉
か
お
り

小
倉
　

照
彦

小
澤
　

通
子

	

落
合
　

強
志

小
野
田
実
保

小
原
　

淳
志

	

小
原
　

悦
子

小
原
　

英
明

飼
沼
　

真
由

笠
間
愼
一
郎

㈱
ガ
ス
ワ
ン
南
関
東

片
岡
古
都
子

　

桐
　

正
道

	

　

桐
　

裕
子

	

　

桐
　

裕
司

	

　

桐
由
美
子

	

加
藤
　

貞
雄

加
藤
　

俊
二

加
藤
　

智
子

神
奈
川
県
神
道
青
年
会

神
奈
川
県
赤
十
字

　
血
液
セ
ン
タ
ー
湘
南
事
業
所

㈱
カ
ナ
リ
ヤ

金
子
　

一
男

	

金
子
　

昌
裕

	

金
子
　

隆
夫

	

金
子
　

隆
次

	

金
子
　
　

武

	

金
子
　

共
秀

	

金
子
　

信
夫

	

金
子
　

幸
一

金
子
　

和
枝

㈱
金
子
建
材
土
木

亀
山
　
　

博

	

川
口
　

末
廣

	

川
口
由
紀
子

	

川
口
由
美
子

	

川
﨑
　

正
恵

河
野
亜
希
子

	

木
内
　

和
彦

	

木
内
　

和
美

	

木
内
　

敏
幸

	

㈱
北
岡
本
店

	

北
村
　
　

茂

	

北
村
　

利
夫

	

北
村
工
務
店

	

木
村
　

健
治

	

木
村
　

孝
行

	

木
村
　

保
博

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

國
井
香
預
子

	

國
井
　

優
始

	
國
井
泰
意
子

	
國
井
律
頌
子

	

熊
澤
酒
造
㈱

	

倉
　
　

幸
子

	

倉
石
賢
太
郎

	

倉
持
　

庫
三

倉
橋
　

博
之

㈱
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
佐
渡

栗
田
　
　

馨

	

栗
田
　
　

隆

	

栗
田
　

知
一

	

栗
田
　
　

登

	

栗
田
　

康
男

小
泉
　

和
輝

	

小
泉
　

恭
子

	

㈲

工

匠

光

生

㈲

　

水
澤
　

豊

興

全

寺

高
南
運
送
事
業
協
同
組
合

　

光
野
　

進

㈱
工
房
え
む
ま

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

黄
金
井
由
香
里

小
島
　

正
好

	

小
島
　

輝
雄

	

小
島
　

信
男

	

小
嶋
　

龍
己

	

越
村
晃
一
郎

	

小
菅
　

昭
義

	

小
菅
　

繁
男

	

小
菅
　

隆
志

	
小
谷
　

正
悟

	
近
藤
　

喜
一

	

近
藤
　

健
雄

	

齋
藤
　

益
枝

	

齋
藤
　

博
一

	

齋
藤
　

雅
俊

	

齊
藤
　

洋
行

坂
上
　
　

輝

さ
が
み
農
業
協
同
組
合

　
代
表
理
事
組
合
長

　
　
西
山　

國
正

　

寒
川
地
区
運
営
委
員
会

　
　
委
員
長　

石
黒
秀
樹

　

寒

川

支

店

　
　
支
店
長　

大
川
浩
昭

　

倉

見

支

店

　
　
支
店
長　

髙
下
雅
美

　
寒
川
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　
　
セ
ン
タ
ー
長　

大
久
保
仁

坂
元
　

裕
子

酒
谷
　
　

勇

（医）
さ
く
ま
こ
ど
も
ク
リ
ニッ
ク

　

佐
久
間
秀
哉

佐
々
木
ジ
ョ
ン
洋
介

佐
藤
　

亜
紀

	

佐
藤
　

昭
宏

	

佐
藤
　

朝
一

佐
藤
　

敦
之

佐
藤
　

克
哉

佐
藤
　

俊
哉

佐
藤
　

眞
弓

	

佐
藤
理
恵
子

佐
藤
恵
理
子

佐
藤
　

航
之

佐
藤
　

好
崇

	

佐
藤
　
　

哲

	

佐
藤
　
　

宏

佐
藤
　

幸
雄

座
間
　

仁
美

寒
川
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

寒
川
神
社
神
一
会

寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会

寒
川
町
観
光
協
会

㈲
寒
川
建
材

  　

西
山　

正
彦

㈲
寒
川
公
衆
衛
生
社

寒
川
町
農
産
物
品
評
会

篠
﨑
真
理
子

篠
塚
　

達
夫

篠
原
百
合
子

㈱
シ
ノ
ハ
ラ

柴
﨑
　

久
恵

	

渋
谷

 

幸
宏

下
村
　
　

愛

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ

　
湘
南
さ
む
か
わ
店

城
内
　

邦
夫

城
内
　

政
春

城
内
　

牽
輔

	

城
内
　

麻
里

	

白
倉
　
　

綾

信

花

園

菅
原
　

章
吾

	

杉
崎
　

孝
行

	

杉
﨑
　

秀
男

	

杉
崎
　

保
明

	

杉
山
　

直
弘

	

杉
山
　

英
昭

	

杉
山
　

光
弘

	

鈴
木
　

一
實

	

鈴
木
い
ま
り

鈴
木
　
　

忠

	

鈴
木
　

哲
夫

	

鈴
木
　

尚
美

	

鈴
木
　

裕
一

鈴
木
　

隆
俊

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

鈴
信
運
送
㈱

須
藤
　

美
子

須
藤
真
紗
慧

曽
根　

利
昭

大

黒

屋

　
野
中　

正
博

大
用
　

富
作

大
用
　
　

靖

令
和
6
年
　
新
嘗
祭
奉
納
者
芳
名 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

初
穂
米
・
一
升
米
・
稲
穂
・
魚

酒
・
野
菜
・
果
物
・
卵
・
花
・
菓
子
等

6



髙
瀬
　
　

茂

㈱
タ
カ
ト
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー

　

高
頭
　

昇

髙
橋
　

昭
夫

髙
橋
　
　

清

高
橋
孝
太
朗

高
橋
佐
知
子

	

髙
橋
　

恵
一

高
橋
　

良
裕

高
宮
　

隆
吉

竹
内
　

良
晴

竹
田
　

紘
崇

㈱
竹
中
工
務
店

太
宰
奈
緒
子

㈲
田
中
写
真

田
端
生
産
組
合

玉
川
　

貴
嗣

玉
腰
　

米
吉

田
町
　
　

賢

玉
森
　

礼
子

茅
ヶ
崎
市
漁
業
協
同
組
合

中

華

品

源

塚
本
　

美
恵

露
木
　

武
光

露

木

生

花

鶴
巻
里
依
子

常
盤
　

正
夫

鳥
羽
ひ
と
み

中
川
　

清
一

中
沢
運
輸
㈱

中
島
　

啓
介

中
島
多
恵
子

中
島
　
　

裕

中
嶋
　
　

章

	
中
間
佐
都
美

中
野
度
茂
代

	

中
山
　

隆
之

	

中
山
　

夏
子

生
麦
運
送
㈲

西
山
　

明
子

日
本
精
麦
㈱

根
岸
　
　

馨

	

根

岸

農

園

能
條
　
　

隆

	

野
地
　

浩
一

㈲
ノ
ブ
・
リ
ラ
イ
ア
ブ
ル

野
村
　

康
平

	

野
村
　

博
司

野
村
　

知
代

パ
ー
ク
久
美
子

蓮
見
　

明
子

蓮
見
　

修
一

蓮
見
　
　

仁

	

蓮
實
　

亘
司

長
谷
川
明
夫

長
谷
川
正
富

長
谷
川
祐
崇

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
㈱

花
島
　

郁
代

羽
田
美
惠
子

㈲
原
田
総
合
保
険
事
務
所

日
尾
　

政
喜

葊
中
　

健
人

葊
中
　

幹
大

葊
中
　

優
衣

福
岡
　
　

誠

福

岡

園

　

福
岡
治
代
司

船
岡
　

明
夫

福
田
　

幸
子

福
室
　

陽
子

藤
井
　

明
男

藤
井
　
　

薰

藤
井
小
百
合

	

藤
井
　

佳
子

藤
澤
　

英
幸

藤
澤
　

靖
典

㈱

藤

又

　

代
表
取
締
役　

藤
澤
均

船
岡
　

澄
栄

古
谷
　

喜
洋

㈲
古
山
看
板
塗
装

　

古
山 

大
二

部
谷
　

燈
琉

部
谷
　

準
人

部
谷
　

千
明

㈱
豊
榮
金
属

	

豊

月

堂

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
寒
川
第
二
団

星
　
　

佑
樹

	

本
間
亜
希
子

	

前
田
　

隆
一

	

牧
　
　

末
美

	

正
田
　

千
尋

	

舛
水
　

行
正

	

松
井
久
美
子

松
浦
佐
和
子

松
岡
留
美
子

松
本
江
身
子

松
本
江
里
子

松
本
　
　

學

㈱
眞
原
電
工

萬
　

蔵
　

丸

三
浦
　

志
真

見
国
　
　

佳

三
澤
　

敬
機

	

三
澤
　

伸
喜

	

水
谷
　
　

稔

	

三
留
　

清
一

	

三
留
　

豊
正

	

緑
川
　
　

潔

	

皆
川
　

清
藏

	

皆
川
　

欽
一

	

皆
川
　

憲
治

	

皆
川
　

常
明

	

皆
川
　

秀
明

	

皆
川
　

米
男

南
　
　

賢
宏

三
原
　

京
子

宮
下
　

優
子

宮
治
　

克
巳

宮
路
　

浩
二

宮
成
智
加
子

宮
山
神
輿
愛
好
会

宮

山

総

代

村
田
　

一
美

	

村
田
八
千
雄

百
崎
製
菓
㈱

森
　
　

茂
紀

森
　
　

教
之

森
岡
　

則
雄

森
下
　

健
二

森
住
　

政
子

森
永
　

和
幸

森
光
　

宏
枝

谷
澤
　

正
勝

柳
　
　

広
美

山
上
　

貞
夫

㈱
山
上
建
設

山
口
　

昭
義

山
西
　

洋
輔

山
本
　

直
美

結
城
　

航
星

湯
本
　

眞
美

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

横
溝
　

貞
義

横
溝
実
都
江

横
山
　

章
代

吉
川
　

精
二

吉
田
　

宜
生

吉
田
　

尚
明

吉
田
　

信
雄

與
安
　

義
道

㈱
落
雁　

諸
江
屋

龍
木
加
代
子

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木

脇
　
　

文
亮

渡
辺
　

雅
樹

渡
邉
と
も
子

渡
邉
　

明
德

渡
邉
　

修
子

渡
邉
　

範
子

和
知
　

美
恵

相
　
模
　
第
539
号
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神
社
本
庁
統
理

寒
川
町
長

寒
川
町
議
会
議
長

寒
川
町
教
育
長

茅
ヶ
崎
市
長

寒
川
町
商
工
会

寒
川
町
観
光
協
会

日
本
郵
便
（株）
寒
川
郵
便
局
長

さ
が
み
農
協
寒
川
地
区

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

横
浜
銀
行
寒
川
支
店

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店

三
昭
グ
ル
ー
プ
／
中
華
一
番
／
嵐
坊

（株）
三
昭
ツ
ー
リ
ス
ト

熊
澤
酒
造
（株）

（株）
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川

（株）
読
売
Ｐａ
ｌｅ
ｔ
ｔ
ｅ

（株）
ニ
ッ
ポ
ン
放
送

横
浜
エ
フ
エ
ム
放
送
（株）

（株）
さ
ん
こ
う
ど
う

（株）
ア
ク
ア
リ
ン
グ

（有）
田
中
写
真

第
57
回
菊
花
写
真
展

　
　
　
　
協
賛
者
芳
名

（
順
不
同・敬
称
略
）

　

菊
花
展
に
お
い
て
は
県
内
９
団
体
の
菊
花
会

に
よ
っ
て
約

１５０
点
の
作
品
が
出
品
さ
れ
、
ま
た

約
５０
点
の
色
と
り
ど
り
の
菊
花
が
奉
納
さ
れ
、

七
五
三
詣
で
賑
わ
う
境
内
の
参
拝
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
写
真
展
に
お
い
て
も
神
社

の
四
季
・
祭
事
な
ど
の
貴
重
な
瞬
間
を
捉
え
た

写
真
が

２００
点
以
上
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

篤
志
の
方
の
表
彰
に
続
き
、
寒
川
神
社
宮
司

賞
を
は
じ
め
と
し
た
協
賛
者
賞
の
受
賞
者
を

表
彰
し
ま
し
た
。

浄　
　
　
　
　

財　
　
　
　

横
浜
貨
物
綜
合
㈱　

　
　
　
　
　
　
　

 　
代
表
取
締
役
社
長　

佐　

藤　

俊　

哉

浄　
　
　
　
　

財　
　
　
　

上　

原　

正　

治

浄　
　
　
　
　

財　
　
　
　

若　

月　

佑
輝
郎 

浄　
　
　
　
　

財　
　
　
　

福
久
谷　

十　

樅

浄　
　
　
　
　

財　
　
　
　

藤
之
木　

一　

貴

什　
　
　
　
　

器　
　
　
　

㈱
竹
中
工
務
店 
横
浜
支
店

令
和
6
年
　
篤
志
奉
納
者
芳
名 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令
和
6
年
　

新
嘗
祭
式
典
の
ご
報
告

　

１１
月
２３
日
、
新
嘗
祭
終
了
後
、
参
集
殿
に
お
い
て
式
典
を
開
催
し
、
当
神
社
への
浄
財
や

寄
付
な
ど
の
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
篤
志
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

第
57
回
　
菊
花
写
真
展

8



	

審
査
長　

                                          

遠
藤　

吉
和

副
審
査
長　

                                          

高
橋　

正
夫

細ほ
そ

管く
だ

の
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

            

鈴
木　

輝
夫

厚あ
つ

物も
の

の
部                                             

三
橋　

重
夫

金　

賞                                                

土
屋　

和
民

銀　

賞                                                

三
橋　

重
夫

銅　

賞                                                

土
屋　

和
民

寒
川
町
長
賞                                          

鈴
木　

良
雄

寒
川
町
商
工
会
会
長
賞                              

宗
像　
　

洋

寒
川
町
観
光
協
会
賞                                 

鈴
木　

良
雄

さ
が
み
農
協
寒
川
地
区
賞                           

小
峰　

勝
子

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞                  

宗
像　
　

洋

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店
賞                           

小
峰　

勝
子

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店
賞                        

伊
藤　
　

勉

三
昭
グ
ル
ー
プ
／
中
華
一
番
／
嵐
坊
賞            

後
藤　
　

勤

審
査
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
西　

昭
夫

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
西　

昭
夫

さ
ん
こ
う
ど
う
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
間　
　

潔

菊
花
展
審
査
長　

遠
藤　

吉
和

寒
川
町
菊
花
会　

後
藤　
　

勤
／
松
原
不
二
男
／
石
黒　
　

清

　
　
　
　
　
　
　

福
岡　
　

堅

茅
ヶ
崎
茅
秋
会　

柿
澤　

昌
明

綾
瀬
菊
花
会　
　

笠
間　
　

潔
／
黒
﨑　
　

勝
／
大
塚　

外
雄

　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

和
民
／
藤
岡　

清
久
／
片
岡　

廣
一

伊
勢
原
秋
豊
会　

井
口　

穐
夫
／
岡　
　

照
男
／
梶　
　

俊
一

　
　
　
　
　
　
　

梶　
　

堯
子
／	

小
澤　

厚
子
／
倉
持　
　

武

　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

昇
／
田
中　

伸
三
／
平
川　

光
則

厚
木
秋
華
会　
　

開
沼　

一
善
／
荒
井　

秀
三
／
三
橋　

重
夫

　
　
　
　
　
　
　

大
貫　

久
男
／
中
込　

正
義
／
内
藤　

弘
隆

                     

南
條　
　

隆

大
和
秋
香
会　
　

川
口　

純
子
／
矢
後
て
る
み

藤
沢
菊
花
会　
　

川
口　
　

昇
／
柳
澤　

芳
夫

審
査
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹
治　

俊
雄

『
神
楽
舞 

抜
刀
の
瞬
間
』　　
　
　
　
　
　
　
　

  

相
澤　

行
明

　

〃                                                   

土
屋　

和
民

　

〃                                                   

伊
藤　
　

勉

熊
澤
酒
造
賞                                          

大
貫　

久
男

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南･

神
奈
川
賞　
　
　
　
　
　

   

鈴
木　

輝
夫

読
売
Ｐ
ａ
ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
賞                           

山
田　
　

豊

Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
賞                                    

須
藤　

規
安

さ
ん
こ
う
ど
う
賞                                    

原　
　

則
夫

　

〃                                                   

山
田　
　

豊

　

〃                                                   

小
室　

久
次

金　

賞                                                

小
室　

久
次

銀　

賞                                                

伊
藤　
　

勉

銅　

賞                                                

原　
　

則
夫

金　

賞                                                

鈴
木　

良
雄

銀　

賞                                                

荒
井　

秀
三

銅　

賞                                                

安
西　

昭
夫

さ
ん
こ
う
ど
う
賞                                    

大
貫　

久
男

金　

賞                                                

三
橋　

重
夫

銀　

賞                                                

清
田　

美
躬

銅　

賞                                                

清
田　

美
躬

寒
川
町
議
会
議
長
賞                                 

宗
像　
　

洋

日
本
郵
便
㈱
寒
川
郵
便
局
長
賞                     

開
沼　

一
善

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞                  

鈴
木　

輝
夫

三
昭
グ
ル
ー
プ
／
中
華
一
番
／
嵐
坊
賞　

          

大
貫　

久
男

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南･

神
奈
川
賞                     

松
原
不
二
男

読
売
Ｐ
ａ
ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
賞                           
三
橋　

重
夫

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
賞                                    
開
沼　

一
善

金　

賞                                                

宗
像　
　

洋

銀　

賞                                                

安
西　

昭
夫

銅　

賞                                                

柿
澤　

昌
明

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店
賞                        

小
室　

久
次

金　

賞                                                

清
田　

美
躬

銀　

賞                                                

秋
山　

美
好

銅　

賞                                                

秋
山　

美
好

金　

賞                                                

宗
像　
　

洋

銀　

賞                                                

宗
像　
　

洋

銅　

賞                                                

菅　
　
　

利

三
昭
グ
ル
ー
プ
／
中
華
一
番
／
嵐
坊
賞　

          

菅　
　
　

利

『
に
こ
や
か
に
直
会
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
野　
　

武

金　

賞                                                

相
澤　
　

恂

銀　

賞                                                

松
山　
　

進

　

〃                                                   

鈴
木　

清
美

銅　

賞                                                

山
家
　
　
訓

　

〃                                                   

大
坪
　
政
文

　

〃                                                   

永
沼　

鉄
男

審
査
長
賞                                             

小
久
保
隆
司

寒
川
町
長
賞                                          

和
田　

輝
夫

寒
川
町
議
会
議
長
賞                                 

小
菅
　
利
夫

寒
川
町
教
育
長
賞                                    

田
波　

光
夫

茅
ヶ
崎
市
長
賞                                       

埜
村　
　

秀

寒
川
町
商
工
会
会
長
賞                              

中
村　

昭
雄

寒
川
町
観
光
協
会
賞                                 

山
家　
　

訓

日
本
郵
便
㈱
寒
川
郵
便
局
長
賞                     

松
山　
　

進

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞                  

髙
橋　

宏
爾

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞                  

船
橋　

照
貴

横
浜
銀
行
寒
川
支
店
賞                              

石
川　

良
雄

　

〃                                                   

仁
藤　

報
子

三
昭
ツ
ー
リ
ス
ト
賞                                 

渡
部
佐
由
利

　

〃                                                   

荒
川　
　

誠

　

〃                                                   

中
村　

成
信

　

〃                                                   

井
冨　

颯
吹

　

〃                                                   

柳　
　

盛
康

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川
賞                     

小
森
田
美
悠

　

〃                                                   

川
上　

勝
正

　

〃                                                   

三
山　

静
雄

　

〃                                                   

杉
崎　

信
行

　

〃                                                   

埜
村　
　

秀

読
売
Ｐ
ａ
ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
賞                           

加
藤　

典
夫

　

〃                                                   

播
磨　

悦
子

　

〃                                                   

下
川　

勝
利

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
賞                                    

高
橋　

成
美

Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
賞                                    

藤
井　
　

薰

　

〃                                                   

堀
米　

和
夫

　

〃                                                   

清
水　
　

進

ア
ク
ア
リ
ン
グ
賞                                    

北
園
智
恵
子

田
中
写
真
賞                                          

池
田　

康
夫

  

第
57
回 

写
真
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

  
第
57
回 

菊
花
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

神
社
本
庁
統
理
賞

神
社
本
庁
統
理
賞

厚あ
つ

物も
の

の
部

宮
　
司
　
賞

宮
　
司
　
賞

厚あ
つ

走ば
し
り

の
部

太ふ
と

管く
だ

の
部

間あ
い

管く
だ

の
部

細ほ
そ

管く
だ

の
部

福ふ
く

助す
け

の
部

だ
る
ま
の
部

七な
な

本ほ
ん

立だ
て

の
部

  

菊
花
奉
納
者
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

相
　
模
　
第
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号
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青
森
ね
ぶ
た
師  

諏す

訪わ　

慎ま
こ
と 

氏

　

９
歳
か
ら
ね
ぶ
た
囃
子
に
参
加
し
、
同
時
期

に
ね
ぶ
た
小
屋
へ
も
訪
れ
、
作
業
を
手
伝
い
な

が
ら
ね
ぶ
た
を
勉
強
。
高
校
１
年
生
か
ら
本
格

的
に
ね
ぶ
た
制
作
に
加
わ
り
、
師
匠
の
石
谷
進

氏
と
共
に
デ
ン
マ
ー
ク
、
ハ
ワ
イ
、
モ
ス
ク
ワ

な
ど
海
外
で
も
活
動
す
る
。
石
谷
氏
の
引
退
後
、

平
成
16
年
か
ら
ね
ぶ
た
愛
好
会
の
制
作
を
担
当
。

令
和
６
年
８
月
の
青
森
ね
ぶ
た
祭
に
お
い
て
も

大
型
ね
ぶ
た
を
制
作
し
、
参
加
し
て
い
る
。

昭
和
53
年
生
ま
れ

　

寒
川
神
社
の
正
月
の
風
物
詩
で
あ
り
ま
す
迎
春
ね
ぶ
た
は
、
本
年

で
２5
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
第
１
回
か
ら
第
１２
回
は
「
干
支
」
を

題
材
に
、
第
１３
回
か
ら
は
古
事
記
や
日
本
書
紀
な
ど
の
「
神
話
」

を
題
材
に
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
の
迎
春
ね
ぶ
た
は
、「
乙
巳
～
弁
財
天
と
幸
運
の
蛇
～
」

で
す
。
蛇
は
古
く
か
ら
豊
穣
神
、
天
候
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
お

り
、脱
皮
に
よ
って
復
活
と
再
生
を
行
う
こ
と
か
ら
不
老
長
寿
と
し
て
、

ま
た
長
期
間
、食
事
を
し
な
く
て
も
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

強
い
生
命
力
に
つ
な
が
る
縁
起
の
良
い
動
物
、
神
の
使
い
と
し
て
崇
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
原
画
に
あ
り
ま
す
左
右
の
蛇
は
、弁
財
天
の
使
い・

化
身
と
さ
れ
、
特
に
白
蛇
は
商
売
繁
昌
の
神
様
と
し
て
、
ま
た
中
央

に
描
か
れ
て
い
る
弁
財
天
は
七
福
神
に
含
ま
れ
、
芸
道
や
学
問
の
神

様
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
参
拝
の
皆
様
に
は
、
寒
川
大
明
神
の
八
方
除
の
御
神
徳
と
御

加
護
を
お
受
け
い
た
だ
き
、
令
和
7
年
を
安
寧
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
、
衷
心
よ
り
祈
念
致
し
ま
す
。

乙き

の

と

み巳 

～
弁
財
天
と
幸
運
の
蛇
～

令
和
７
年

献灯協賛者芳名 （順不同・敬称略）
東
映
通
信
工
業
㈱

㈲
東
映
マ
ン
シ
ョン

一
政
水
産
㈱

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

柴
﨑
要

日
本
ロ
ー
ド
マ
ー
ク
㈱

橳
嶋
孝
司
・
間
野
隆
司

森
川
栄
介

㈱
竹
中
工
務
店 

横
浜
支
店

柏
川
昌
和

（医）
芳
晴
会

　

愛
児
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニッ
ク

㈱
長
谷
川
製
作
所

㈲
今
井

㈱
丸
井
紙
店

㈱
秋
江

㈱
阿
部

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

㈱
北
岡
本
店

㈱
豊
榮
金
属

阿
部
和
彦

田
中
雄
二

㈱
Ｔ
Ｈ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン

㈱
テ
ク
ノ
ス
三
和

㈱
タ
カ
ト
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー

石
窯
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス

㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川

熊
澤
酒
造
㈱

加
藤
俊
二
・
加
藤
芳

㈱
湘
南
ス
タ
イ
ル
工
房

㈱
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ

フ
ジ
シ
ロ
リ
サ
イ
ク
ル

長
谷
島
征
次

㈱
金
子
建
材
土
木

㈱
エ
モ
ア
ホ
ー
ム

Ｔ
Ｎ
Ｋ
グ
ル
ー
プ 

田
中
組

寒
川
ご
と
う
眼
科

㈱
サ
イ
フ
ァ
ー
ム

ハ
タ
ノ
木
材
㈱

㈱
初
案
社

㈱
A
s
u
t
r
u
s
t 

小
田
行
政
書
士
事
務
所

㈲
山
下
板
金
工
業

㈱
匠
伸

㈱
エ
イ
ブ
ル

ガ
ー
デ
ン
ワ
ー
ク
ス

㈱
太
平
商
事

㈱
重
吉

匿
名

制
作
者

【期　間】 
令和６年１２月２０日から令和７年２月２3日まで
日没から午後１０時まで点灯（三が日は常時点灯）
※２月１日より午後７時まで点灯

【規　格】 
横幅：9.0ｍ   高さ：2.７ｍ   奥行：1.7ｍ
 ＬＥＤ電球約150個使用にて制作

　

12
月
20
日
午
後
４
時
30
分
よ
り

神
門
前
に
て
、
青
森
県
よ
り
ね
ぶ
た

師
、
ね
ぶ
た
関
係
者
が
お
越
し
に
な

り
、
ハ
ネ
ト
と
し
て
ね
ぶ
た
囃
子
を

奉
納
後
、
点
灯
し
ま
し
た
。
当
日
は

約
150
名
の
参
拝
者
が
点
灯
し
た
ね
ぶ

た
を
背
景
に
写
真
撮
影
な
ど
行
い
、

新
年
を
迎
え
る
準
備
が
整
い
ま
し
た
。
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諏 訪  慎 北村春一 北 村 蓮 明 千 葉 作 龍 内 山 龍 星
柳谷優碩 
※企画
千葉作龍

制
作
者

第
25
回

第
24
回

第
23
回

第
22
回

第
21
回

第
20
回

第
19
回

第
18
回

第
17
回

第
16
回

第
15
回

第
14
回

第
13
回

第
12
回

第
11
回

第
10
回

第
9
回

第
8
回

第
7
回

第
6
回

第
5
回

第
4
回

第
3
回

第
2
回

第
1
回

回　

数

令
和
7
年

令
和
6
年

令
和
5
年

令
和
4
年

令
和
3
年

令
和
2
年

平
成
31
年

平
成
30
年

平
成
29
年

平
成
28
年

平
成
27
年

平
成
26
年

平
成
25
年

平
成
24
年

平
成
23
年

平
成
22
年

平
成
21
年

平
成
20
年

平
成
19
年

平
成
18
年

平
成
17
年

平
成
16
年

平
成
15
年

平
成
14
年

平
成
13
年

年　
　

号

乙
巳
～
弁
財
天
と
幸
福
の
蛇
～

甲
辰
～
八
大
龍
王
～

瓊
瓊
杵
尊
と
木
花
咲
耶
姫

風
神
雷
神
～
厄
難
消
除
～

疫
病
退
散

神
武
東
征

天
孫
降
臨

奉
祝 

御
社
殿
御
造
営
竣
功
二
十
年

稲
羽
の
素
菟

海
幸
彦
山
幸
彦

八
岐
大
蛇
退
治

天
の
岩
屋
戸

開
運 

國
生
み「
大
八
洲
」　

開
運 

五
行
の
龍

開
運 

月
の
兎
と
か
ぐ
や
姫

開
運 

虎
視
躬
行

開
運 

火
牛

開
運 

吉
祥
ね
ず
み

開
運 

猪
突
豪
胆

恵
方
八
犬

飛
翔
～
鳳
凰
昇
天
～

除
災
招
福
～
孫
悟
空
平
成
不
況
退
治
～

一
陽
来
福
～
群
羊
を
駆
っ
て
猛
虎
を
攻
む
～

除
災
招
福
・
天
下
泰
平

降
魔
調
伏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題　
　

材

　

当
神
社
の
迎
春
ね
ぶ
た
は
平
成
１３
年
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
回
は

当
神
社
の
啓
蒙
、
初
詣
の
風
物
詩
、
さ
ら
に
は
干
支
を
題
材
と
し
て
神
門
が

恵
方
門
と
な
る
よ
う
に
祈
念
し
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
第
１
回
は
巳
年
か
ら

始
ま
り
、
干
支
が
一
巡
し
ま
し
て
、
第
１３
回
か
ら
は
古
事
記
や
日
本
書
紀
等
の

「
神
話
」
を
題
材
に
し
て
、
そ
の
年
毎
の
世
情
を
鑑
み
た
も
の
や
、
神
社
界
の

慶
祝
行
事
な
ど
の
多
く
の
要
素
を
組
み
入
れ
て
選
定
し
、制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
は
再
び
、
題
材
に
干
支
が
復
活
し
、
新
た
な
ね
ぶ
た
師
に
よ
り
制

作
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
提
灯
の
献
灯
に
お
き
ま
し
て
は
、
第
２
回
よ
り
協
賛
の
ご
依
頼
を
申
し

上
げ
て
お
り
、多
く
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、現
在
に
至
って
い
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
寒
川
大
明
神
の
御
神
徳
に
よ
り
事
業

繁
栄
・
家
内
安
全
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

第
25
回
記
念
特
集

第１回 降魔調伏 第１回 降魔調伏下絵第12回 開運 五行の龍第13回 開運 國生み「大八洲」第18回 奉祝 御社殿御造営竣功20年

第19回 天孫降臨第20回 神武東征第21回 疫病退散第22回 風神雷神〜厄難消除〜第23回 瓊瓊杵尊と木花咲耶姫

相
　
模
　
第
539
号
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※本年は42番目の乙巳
十干（甲・乙・丙・丁・戊・己・庚・辛・壬・癸）、
十二支（子・丑・寅・卯・辰・巳・午・未・申・
酉・戌・亥）を順次60組に合わせて、この
六十干を「１周」として還暦といいます。

　当神社の干支の絵は、平成27年の乙未歳より陽月さんが制作されています。制作は、本年で11回
目となり、初詣を清々しく彩る作品となっています。干支ポスターは本年においては、白の蛇・金の
蛇のそれぞれ２種類を描いています。境内各所をはじめ、正月特別御朱印、近隣の鉄道や駅、バス
車内などに掲示されています。（年末から１月中旬にかけて掲示されています）

きのとひつじ

十干十二支

　書家、絵馬作家として、個展活動と
ともに企業や神社等のポストカード、
ポスター、カレンダー、絵馬などを
手掛けています。

◆ 陽月さんのご紹介 ◆
よう げつ

乙巳歳 干支の絵のご紹介

平成27年 乙未歳 平成28年 丙申歳 平成29年 丁酉歳 平成30年 戊戌歳

平成31年 己亥歳

令和5年 癸卯歳 令和６年 甲辰歳

令和２年 庚子歳 令和３年 辛丑歳 令和４年 壬寅歳

〈陽月さんからのご挨拶〉
　私が書画を勉強していた頃、恩師から教えられたことがあります。
「作品には作者の思いも描き出される」と。寒川神社様の干支の絵
を描かせていただく時は、この恩師の言葉を思い出します。平和で無
事な日々が過せますようにと、思いと願いをこめて描かせていただき
ました。令和７年が笑顔の巳歳でありますように。

令和7年

12



青少年だより 寒 川 神 社 少 年 館

　寒川神社少年館は 10 月 6 日に横須賀市へ秋の遠足に行き
ました。雨が降っていたため、午前中は「横須賀市自然・人
文博物館」を見学し、横須賀の自然や歴史について学びまし
た。午後からは天候が回復し、「長井 海の手公園ソレイユの
丘」のアスレチック広場でのびのびと遊びました。ソレイユの
丘では押し花のキーホルダー作りをしたり、海岸へ降りて貝
殻拾いや魚を捕まえたりと、普段はできないたくさんの体験
ができました。

　また、11 月 3 日には第 64 回茅ヶ崎市民文化祭の第 59 回
吟
ぎん

剣
けん

詩
し

舞
ぶ

道
どう

大会に館生 9 名が参加し、合吟「富士山」を茅ヶ
崎市民文化会館にて披露しました。人前で歌うのは参加者全
員が初めてでしたが、緊張しつつも元気な声で歌い上げました。
　11 月 30 日、12 月 1日には文化祭を開催し、2 日間で 100
名以上が来館しました。講座作品展示のほか、美術講座体
験の木の名札作り、書道講座体験で海の生き物の名前を書
いて展示し、茶道講座のお点前披露・お茶席体験、久々の英
語講座のビンゴ大会などが行われ、大変賑わいました。

スカウト募集中！小学1年生以上の男女 問合せ 寒川神社少年館内
ボーイスカウト事務局 Tel.0467ｰ74ｰ0551

ボーイスカウト
寒川第二団

青少年だより
BS 　ボーイスカウト寒川第二団は、10月に全隊スカウトをはじ

め団関係者によって神饌田の稲刈りを行いました。また各隊
では秋の諸活動を実施しました。通常の隊集会に加えて、カ
ブ隊では、10月はくまスカウト歓送キャンプと江の島ハイキン
グを行い、11月は愛甲郡愛川町中津川において親子でフィッ
シング、12月には親子でクッキングを実施しました。ボーイ隊
では、11月にスカウトハウスにて新嘗祭の日に併せ、新穀に
感謝する野外料理を実施し、12月には平塚市へ月の輪スカウ
ト歓迎ハイクを行いました。ベンチャー隊では、神奈川県神
社庁にて執り行われた神道章伝達式にスカウト3名が出席し、
神道章が授与されました。令和 6 年の活動を各隊が無事に
終えることができました。本年も活動に邁進していきます。

相
　
模
　
第
539
号
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今
回
は
、神
恵
苑
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン（
以
下
、通
リ
ハ
）に
つ
い
て
ご
紹
介
致

し
ま
す
。神
恵
苑
の
通
リ
ハ
は
在
宅
生
活

を
し
て
い
る
方
が
、通
い
な
が
ら
利
用
す
る

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。寒
川
町
全

域
、隣
接
し
て
い
る
茅
ヶ
崎
市
、藤
沢
市
、

海
老
名
市
の
一
部
に
お
住
ま
い
の
方
が
利

用
で
き
ま
す
。サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、入
浴
・

個
別
リ
ハ
ビ
リ
・
食
事
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。１
番
の
特
徴
は
、

国
家
資
格
を
持
っ
た
理
学
療
法
士
や
作

業
療
法
士
の
リ
ハ
ビ
リ
職
員
が
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。個
別
で
状
態
に
合
わ

せ
た
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
、

１
対
１
で
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
た
め
、小
さ
な

変
化
や
そ
の
日
の
体
調
な
ど
の
希
望
に
応

じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
し
、柔
軟
に
対
応

し
て
い
ま
す
。他
に
も
看
護
師
や
介
護
職

員
に
よ
る
健
康
チ
ェッ
ク
や
身
の
回
り
の
介

護
も
行
っ
て
い
ま
す
。食
事
は
管
理
栄
養

士
に
よ
り
、持
病
や
ア
レル
ギ
ー
、飲
み
込
み

の
状
態
な
ど
個
々
に
合
わ
せ
た
内
容
、形

態
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
近
年
、介
護
職
員
が
行
う
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
」
と
い
う
機
器
を
導

入
し
ま
し
た
。き
っ
か
け
は
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け

に
来
て
い
る
方
に
、よ
り
運
動
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
、導
入

を
決
め
ま
し
た
。こ
の
機
器
は
手
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
を
持
た
ず
、テ
レ
ビ
画
面
の
前
に

立
つ
だ
け
で
体
の
動
き
そ
の
も
の
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
と
な
り
、運
動
・
発
声
・
脳
活
性

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行
え
る
介
護
予
防
シ
ス
テ

ム
で
す
。１
名
か
ら
複
数
名
が
同
時
に
利

用
可
能
で
、ゲ
ー
ム
感
覚
で
遊
び
な
が
ら

自
然
と
リ
ハ
ビ
リ
が
可
能
で
す
。

　

自
宅
か
ら
通
う
通
リ
ハ
は
、他
の
ご
利

用
者
と
交
流
し
て
刺
激
を
受
け
、心
身
と

も
に
大
変
有
効
な
サ
ー
ビ
ス
の
１
つ
と
思
っ

て
い
ま
す
。職
員
一
同
、通
リ
ハ
を
通
し
て
、

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
皆
様
方

が
過
ご
せ
る
よ
う
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

通
リ
ハ
は
、事
前
お
問
い
合
わ
せ
の
上
で
見

学
で
き
ま
す
の
で
ご
要
望
の
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。今
後
共
、宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

神
恵
苑
の「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」に
つ
い
て

	

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
　
長
塚
　
恭
士

神恵苑だより
相
談
窓
口

施設見学をご希望の方は下記の電話番号まで、お問合せください。

宗教法人　寒川神社　介護老人保健施設 神恵苑
電話　0467（75）8677　　開苑時間　平日9：00〜16：00

【授与所開設時間】 午前８時～午後４時３０分（通常）
※正月期間中の開設時間はホームページにてご確認ください

　　　　　　　　　　　  ※授与品は数量限定となりますのでご了承ください

正月特別授与品のご紹介

初穂料 1,500円
福　俵

初穂料 500円
ねぶた絵馬

初穂料 500円
干支絵馬

初穂料 2,500円
干支一刀彫　※木箱入り

初穂料 2,500円
干支木彫　※台座付き

初穂料 1,500円
絵馬付き破魔矢
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相
模
の
歌

相　

模　

詠　

草

朝
食
後
二
種
の
新
聞
じ
っ
く
り
と
認
知
予
防
と
世
に
遅
れ
じ
と	

稲
垣　

武
子

丈
高
き
バ
ラ
の
木
庭
の
片
す
み
に
ピ
ン
ク
の
花
の
五
、六
輪
咲
く	

亀
山　

文
子

様
々
に
思
い
巡
ら
せ
し
み
じ
み
と
ト
ン
カ
ツ
揚
げ
る
結
婚
記
念
日	

小
林　

篤
子

友
か
ら
の
甲
斐
の
新
米
届
き
た
り
ぴ
か
ぴ
か
ふ
ん
わ
り
土
の
香
の
し
て	

　
　

徳
江　

道
子

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
ザ
リ
ガ
ニ
と
り
に
孫
の
「
リ
ク
」
あ
っ
と
言
う
ま
に
な
ん
と
七
匹	

土
屋
ト
ミ
子

不ふ
つ
つ
か束

な
蹉さ

陀だ

く
り
返
す
冬
支
度
『
う
さ
ぎ
と
亀
』
の
童
話
に
苦
笑
す	

清
水　

洋
一

コ
ロ
ナ
過
ぎ
や
っ
と
実
行
台
湾
に
各
所
廻
り
て
老
の
思
い
出	

二
宮　

昭
雄

バ
ッ
サ
リ
と
大
枝
切
ら
れ
し
蝋ろ

う

梅ば
い

の
小
さ
き
枝
に
蕾
い
く
つ
か	

宮
治
友
美
枝

朝
は
先
ず
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
い
居
れ
ば
心
も
和
む	

山
根
喜
美
代

ほ
と
と
ぎ
す
咲
き
残
り
た
る
花
に
さ
す
午
後
の
日
差
し
の
お
だ
や
か
な
れ
る	

杉
本　

照
世

宴
終
り
静
け
さ
戻
る
冬
の
夜
ス
ト
ー
ブ
の
湯
し
ん
し
ん
と
鳴
る	

瀧
本
三
重
子

【
相
模
詠
草
】

・
野
ば
ら
文
化
会（
前
身
、婦
人
会
学
習
ク
ラ
ブ「
ふ
だ
ん
着
の
詩
歌
く
ら
ぶ
」と
し
て
昭
和
34
年
に
誕
生
）

　

に
よ
る
詠
草
。公
民
館
ま
つ
り・
短
歌
大
会
等
に
参
加
す
る
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

・
昭
和
50
年
、本
誌
に
初
め
て「
献
詠
歌
」と
し
て
掲
載
。昭
和
53
年
に
相
模
詠
草
と
改
称
、以
来
現
在
に
至

　

る
ま
で
、生
活
の
中
で
の
一
瞬
を
美
し
い
言
葉
で
切
り
取
っ
た
詩
歌
を
継
続
的
に
投
稿
い
た
だ
い
て
い
る
。

草
の
葉
に
弾
み
残
し
て
蜻と

ん
ぼ蛉

飛
ぶ	

岩
田
美
代
子

筋
ト
レ
と
思
え
ば
楽
し
落
葉
掃
き	

　

松
本
美
智
子

腕
白
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
栗
・
肥
後
守	

加
賀　

壮
介

凹
み
た
る
先
祖
の
硯
秋
灯
し	

　
　
　
　
　

金
子　

晴
子

お
互
い
に
好
き
な
こ
と
し
て
文
化
の
日	　
　

倉
谷　

節
子

ほ
う
じ
茶
に
薄
皮
饅
頭
九
月
の
夜	

竹
村
真
砂
美

小
春
日
や
悩
み
ひ
と
ま
ず
脇
へ
置
く	

猿
渡
　
弥
生

体
調
に
合
は
す
歩
巾
や
秋
の
晴	

　
　

菅
沼
う
め
の

腕
を
振
る
歩
き
も
楽
し
秋
う
ら
ら	

新
井　

泰
春

水
攻
め
如
く
一
村
秋
出
水	

　
　
　

菅
沼　

保
幸

秋
晴
の
光
一
筋
雑
木
山	

　
　
　

伊
藤　

公
一

文
化
祭
評
価
気
に
な
る
初
出
句	

　
　
　
　

佐
藤　

風
月

絵
手
紙
に
書
か
れ
し
便
り
鳥
瓜	

須
田　

柚
川

立
身
の
息
子
を
待
て
り
柿
の
歌	

吉
田
半
夏
生

寒　

川　

俳　

壇

【
寒
川
俳
壇
】

・
昭
和
24
年
に
誕
生
。（
大
正
時
代
か
ら
不
定
期
に
開
か
れ
て
い
た
）

・
月
例
句
会
を
月
４
回
開
き
総
互
選
を
し
、選
句
技
術
の
向
上
と
俳

　

句
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。当
神
社
の
例
祭
神
賑
行
事
に
も
献
句
と

　

し
て
奉
納
。

寒
川
俳
壇
で
は
現
在
、会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

月
に
数
回
、会
を
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は

教
学
部 

教
化
宣
布
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
　
模
　
第
539
号
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寒
川
神
社祭典

・
行
事
の
ご
案
内

1
月
〜
3
月

●祈年祭並田打舞神事
　2月17日

　五穀豊穣と産業振興を祈
る春祭です。神職と社人が
翁の面を被り、田を耕し、種
子を蒔く所作をしながら神楽
歌を謡い、豊年を祈ります。

　日本国の建国を奉祝して、
皇室国家の弥栄と氏子崇敬
者の発展を祈ります。

●紀元祭並顕彰奉告祭
　 2月11日

追儺祭

◆正月期間（１月・２月）の交通安全祈祷の「車」のお祓いについて◆
　・正月期間中の「神職による車のお祓い」は、下記の通りとなっております　
   【大晦日・１月中】車のお祓いは行っておりません
　【２月の平日のみ】車のお祓いは行います　※2月の土・日曜日・祝祭日は行いません
　【お願い】
　・お祓いをお受けになる場合、神社の駐車場（第１・第２・第３駐車場）にご駐車ください
　　※第４駐車場、または近隣駐車場にお停めになられてもお祓いは行えませんのでご了承ください
　・車のお祓いをお受けになる方は車のナンバーが必要です（例：湘南 888 さ 920）　
　・お車のお祓いができない期間中であっても、交通安全御祈祷はお受けいただけますので
　　上記期間中に交通安全祈祷をお受けになる場合は、お札渡し処にて車の鍵のお清めをお受け願います
　・後日、奉仕可能日にお越しいただいた際に、正月に交通安全祈祷を受けられました旨のお申し出をいただけ
　　ましたら、改めてお車のお祓いをさせていただきます

◆初詣のご案内◆
　・郵送による御祈祷並びに授与品の郵送対応を承っております
　・御神前に上がらずに神札をお持ち帰りいただく方法を承っております
　・御朱印においては、１月中は特別御朱印（書置き）のみの対応となります
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 3月　弥生
20日	 午前10時	 安藤由勝大人命
	 	 　伊集院直彦大人命
	 	 　　他命等の慰霊祭
	 午後 1時	 末社御祖神社
	 	 　春季霊祭並合祀祭
	 午後 2時	 宮山役員改選奉告祭

●天長祭
　2月23日

　今上陛下の御生誕の日を氏子
崇敬者とともにお祝いし、皇室
の弥栄を祈念します。

●彬姫櫻
　平成29年12月に三笠宮
彬子女王殿下によってお手植
えされた「彬姫櫻」は、例年
3月中旬から後半頃に開花
が見込まれます。

武佐弓祭

毎月1日・20日	
	 午前8時30分	 月次祭（1月1日除く）

 2月　如月
 2 日	 午前11時・午後２時	 節分祭
11日	 午前10時	 紀元祭並顕彰奉告祭
	 	 顕彰式
17日	 午前10時	 祈年祭並田

た

打
うち

舞
まい

神事
23日	 午前10時	 天長祭

 1月　睦月
 1日	 午前0時	 八方除祭
	 引き続き	 元旦祈祷祭
	 午前6時	 歳旦祭
	 引き続き	 末社歳旦祭
 2日	 午後8時	 追

つい

儺
な

祭
 3日	 午前8時	 元始祭
 8日	 午前10時	 武

む

佐
さ

弓
ゆみ

祭

正月三が日・１月・２月の土・日曜日・祝祭日・大安の日は例年、大変混雑しております。
極力、混雑日を避けていただき、ご参拝の方それぞれがご自身の体調管理に十分ご留意いただきまして、
ご参拝くださいますようお願い申し上げます。
※ご参拝の際には改めてホームページをご覧ください

寒川神社 令和 7 年 初詣の御祈祷、受け入れについて

◆正月期間（１月・２月）の御祈祷受付時間について◆
　・御祈祷は予約制ではございません、当日受付のみです
　・大晦日の午後１１時４５分より元日の午後５時まで受付
　【１月２日～５日】　
　　午前６時３０分から午後５時まで受付
　【１月6日以降の平日】
　　午前７時３０分から午後５時まで受付
　【１月の土・日・祝祭日】
　　午前６時３０分から午後５時まで受付
　　※２月以降は午前８時から午後５時まで受付

▲御祈祷のお申込みは客殿にてお申込みください

相
　
模
　
第
539
号
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編
集
後
記

JR相模線「宮山駅」より徒歩5分、圏央道「寒川北インター」より1㎞
次号『相模540号』は令和7年4月1日に発行します

祝祭日には国旗を掲げましょう

Youtube
公式チャンネル

寒川神社
ホームページ

公式
インスタグラム

公式ライン
アカウント

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。神
道
に
は「
中な
か

今い
ま

」と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。解
釈
は
い
く
つ
か
あ
る
よ
う
で
す

が
、現
在
を
時
間
軸
と
し
て
過
去
、未
来
を

意
識
し
な
が
ら
、今
が
最
も
盛
ん
な
最
中

と
賛
美
し
た
言
葉
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま

す
。あ
の
頃
は
よ
か
っ
た
、未
来
は
こ
う
あ
る

べ
き
な
ど
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、今

日
と
い
う
日
を
、ま
た
今
自
分
の
置
か
れ
て

い
る
立
場
で
、一
生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と

が
過
去
、未
来
の
自
分
に
恥
じ
な
い
こ
と
か

と
思
い
ま
す
。本
年
も
毎
日
を
大
切
に
過

ご
し
て
参
り
ま
す
。                 

（
俊
）

第
5
3
9
号　
令
和
7
年
1
月
1
日

発
行
所
／
寒
川
神
社
社
務
所　

☎
0
4
6
7
-7
5
-0
0
0
4
（代）

〒
2
5
3
-0
1
9
5　

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
3
9
1
6

編
集
責
任
者
／
小
野 

俊
之

印
刷
所
／
株
式
会
社
さ
ん
こ
う
ど
う

〜木札のご紹介〜
毎月1日の月次祭にご参列された方にお頒けする木札です。

数に限りはありますが、授与所にて1体 2,000円で頒布しております。

睦月
「1月」

如月
「2月」

弥生
「3月」

き
ゅ
う
し
ょ
く
で　

は
じ
め
て
た
べ
た　

や
き
さ
ん
ま

露
木　

一
葉

さ
け
の
か
ま　

あ
ぶ
ら
と
ろ
ー
り　

お
い
し
い
な

佐
野　

陽
斗

赤
ト
ン
ボ　

そ
ら
た
か
く
と
ぶ　

ゆ
う
ゆ
う
と

鈴
木　

陸
斗

や
き
ざ
ん
ま　

だ
れ
か
が
す
っ
と　

つ
ま
み
ぐ
い

青
島
こ
こ
ろ

新
米
や　

売
り
切
れ
続
出　

米
屋
で
も

櫻
井　

暁
介

朝
寒
や　

ふ
と
ん
の
中
で　

み
の
む
し
に

寺
久
保
睦
月

相
模
の
歌

　

少
年
館
こ
ど
も
俳
句


